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議
会
全
員
の
ご
推
挙
を
賜

り
、第
１６
代
多
久
市
議
会
議
長

に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

連
続
し
て
１０
年
間
努
め
ら

れ
た
前
山
本
茂
雄
議
長
の
後

任
と
し
て
の
議
長
就
任
で
す
の

で
、大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
な
が
ら
日
々
の
業
務
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
未
曽
有
の
災
害
と
も
い
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
戦
い
も
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
み
、今
後
の
見
通
し

に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
前

の
賑
わ
い
の
あ
る
日
常
を
取
り

戻
し
、将
来
に
希
望
を
も
っ
て
日
々
の
仕
事
が
で
き
、市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
役
割
と
し
て
、提
出
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て
は
、議
場
や
委
員
会

に
お
い
て
、執
行
部
と
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
行
い
、少
し
で
も
多
久
市

発
展
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
創
っ
て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、５
月
の
臨
時
議
会
で
は
議
長
、副
議
長
の
交
代
と
共
に
、委
員
会

の
正
副
委
員
長
及
び
委
員
の
構
成
も
替
わ
り
、正
副
委
員
長
に
は
比
較
的
、

年
齢
や
期
数
の
若
い
方
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、新
し
い
目
線

で
積
極
的
な
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。菲

才
な
身
の
私
で
す
が
、多
久
市
発
展
の
た
め
に
情
熱
を
も
っ
て
、こ
の
大
役

を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和3年5月市議会臨時会が5月11日（会期1日間）開かれまし
た。
　5月臨時会では、市長から提出されました議案５件（条例1件、
予算2件、その他２件）の議案について審査し、いずれも原案どお
り可決しました。また、正副議長を初め、常任委員会委員等の選任
が行われ、新しい議会構成が決定しました。

　令和３年 ５月臨時会
主な議事日程

５月　　　　11日

開会・各種委員の選
任・提案理由説明・
議案質疑・討論・採
決・閉会

　

　
こ
の
度
、歴
史
と
伝
統
あ
る
多
久
市
議
会
の
副
議

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す

る
中
、多
久
市
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
様
の
日
常
生

活
や
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
時
間
延
長
や
日
曜
接
種
な

ど
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

多
久
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、市
民
の
思
い
を
市

政
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
地
方
議
会
の
原
点
を
意

識
し
、多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や
か
に

応
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
と
し
て
不
断
の
改
革
を
実
践
し
、市

民
の
皆
様
が
身
近
に
感
じ
、期
待
さ
れ
る
多
久
市
議

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１０ 年 ぶ り に 議 長 交 代

議 長　野北 悟

副 議 長　田渕　厚
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［ 議 長 ］ 野 北 　 　 悟 　 　［ 副 議 長 ］ 田 渕 　 　 厚

委　員　会　名 氏　　　　　　名　　　（◎委員長　　○副委員長）

総 務 文 教 委 員 会
◎中 島 　 國 孝
牛 島 　 和 廣
樺 島 永 二 郎

○古 賀 　 公 彦
野 北 　 　 悟

山 本 　 茂 雄
平 間 　 智 治

産 業 厚 生 委 員 会
◎鷲 﨑 　 義 彦
中 島 　 慶 子
香 月 　 正 則

○田 中 　 英 行
國 信 　 好 永

飯 守 　 康 洋
田 渕 　 　 厚…

議 会 運 営 委 員 会 ◎香 月 　 正 則
中 島 　 慶 子

○樺 島 永 二 郎
古 賀 　 公 彦

山 本 　 茂 雄
鷲 﨑 　 義 彦

議 会 広 報 委 員 会 ◎樺 島 永 二 郎
平 間 　 智 治

○鷲 﨑 　 義 彦
田 渕 　 　 厚…

野 北 　 　 悟
香 月 　 正 則

山や
ま

本も
と 

茂し
げ

雄お

（
６
期
・
73
歳
）

飯い
い

守も
り 

康や
す

洋ひ
ろ

（
６
期
・
67
歳
）

中な
か

島し
ま 

國く
に

孝た
か

（
５
期
・
67
歳
）

國く
に

信の
ぶ 

好よ
し

永ひ
さ

（
４
期
・
78
歳
）

平へ
い

間ま 

智と
し

治は
る

（
４
期
・
68
歳
）

香か

月つ
き 

正ま
さ

則の
り

（
３
期
・
49
歳
）

樺か
ば

島し
ま 

永え
い

二じ

郎ろ
う

（
２
期
・
53
歳
）

副
議
長

田た

渕ぶ
ち    

厚あ
つ
し

（
３
期
・
71
歳
）

鷲わ
し

﨑ざ
き 

義よ
し

彦ひ
こ

（
１
期
・
66
歳
）

牛う
し

島じ
ま 

和か
ず

廣ひ
ろ

（
６
期
・
74
歳
）

古こ

賀が 

公ま
さ

彦ひ
こ

（
３
期
・
65
歳
）

田た

中な
か 

英ひ
で

行ゆ
き

（
６
期
・
72
歳
）

中な
か

島し
ま 

慶け
い

子こ

（
５
期
・
73
歳
）

議
長野の

北き
た　

 

悟さ
と
る

（
４
期
・
57
歳
）

令和３年度からの議員人事
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主な議事日程

委 員 会 審 査 報 告
産
業
厚
生
委
員
会審

査
報
告

・…

多
久
小
城
医
療
組
合
の
設
立
に
つ
い

て
　
審
査
の
過
程
で
、多
久
小
城
医
療
組

合
の
規
約
に
あ
る
組
合
議
員
の
定
数
に

つ
い
て
は
、両
市
の
利
用
者
数
が
確
定

し
負
担
額
の
割
合
が
出
た
段
階
で
、両

市
の
議
員
定
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
直

す
よ
う
に
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
案
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、全
会一致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
の

委
員
会
付
託

　
　

　
総
務
文
教
委
員
会
に「
公
共
施
設
の

維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て
」、「
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
」の
２
事
件
を
、ま
た
産

業
厚
生
委
員
会
に「
持
続
可
能
な
営
農

へ
の
取
り
組
み
」、「
市
内
事
業
者
の
更

な
る
活
性
化
」の
２
事
件
を
閉
会
中
継

続
審
査
と
す
る
こ
と
が
議
長
よ
り
付
託

さ
れ
ま
し
た
。な
お
、審
査
の
期
間
は
委

員
の
任
期
満
了
ま
で
と
し
ま
す
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充 

及
び 

教
職
員
定
数
の

改
善
に
係
る
意
見
書

①	

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る

こ
と
。

②	

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る
定

数
改
善
計
画
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
。

	

ま
た
、
中
学
校
・
高
等
学
校

で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実

施
す
る
こ
と
。

③	

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時

間
労
働
是
正
を
実
現
す
る
た

め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職

種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書

　令和3年6月市議会定例会は6月2日から6月17日まで（会期
16日間）開かれました。
今回は8人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　6月定例会では、市長から提出されました議案7件（条例4件、予
算1件、その他2件）の議案について審査し、いずれも原案どおり
可決しました。議会からは、議案1件と意見書1件を提出し、いずれ
も可決しました。

６月　		　　　2日 開会・提案理由説明
3、4日 議案研究
7日 議案質疑

8、9、10、11日 委員会審査
15、16日 一般質問
17日 討論・採決・閉会

　

　令和３年 ６月定例会
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

中島 慶子
■多久市一般職の任期付職員の採用及び
給与の特例に関する条例
Q…どのような業務に何人採用するのか、
また年齢制限は
A	国民スポーツ大会、災害復旧事業等で採用できるの
ではと考えますが、年齢制限も含め実際募集するとき
に検討します。
Q…高額の給料表の対象は。また、財源は
A	弁護士等高度な専門的知識を有する経験者を採用
する場合となります。財源については、事業によって異な
ります。

鷲﨑 義彦
■道徳教育の抜本的改善・充実
に係る支援事業
Q…事業内容は
A	学習指導要領で教科道徳と位置付けられ
たことに伴い、教員の指導力向上、家庭や地域
との連携を強化した取り組みを推進し、その
成果等を検証するための事業費です。具体的
な取り組みは、考え議論する道徳の実現に向
けた実践的研究、教科横断的な学校全体での
取り組み、家庭・地域との連携を図った道徳教
育の充実です。
Q…目指すものは
A	授業改善と教師の指導力向上、家庭や地
域との連携を図った実践による道徳教育の充
実です。
Q…担当者の過度な負担とならないか
A	十分配慮していきます。

古賀 公彦
■消防団の訓練災害に要する経
費
Q…経費の詳細は
A	消防団が火災等で夜間に出動した際の安
全を確保するため、バルーン投光器４台を購
入し、既存の３台と合わせ
各分団本部等に配備する
ものです。
Q…単価、必要性と要望の
有無は
A	29万５千円です。夜間
の安全確保には必要で、
消防団からの要望もあり
ます。
Q… 仕様と移動設置の
可否、財源は
A	50ワットＬＥＤランプ６灯で４万800ルー
メンの明るさです。移動は簡易にでき、財源に
ついてはコミュニティ助成事業助成金です。

樺島 永二郎
■多久小城医療組合の設立
Q…設置目的、事業内容は
A	多久市と小城市の共同で新公立病院を
設置及び管理運営し、その事務を共同処理するための
組織運営として一部事務組合の設置を行うものです。
Q…今後のスケジュールは
A	 両市の６月定
例会での承認後に
佐賀県に申請し、
10月頃の設置を
見込んでいます。

■保育対策総合支
援事業費補助金
Q…目的と内容は
A	１つ目として市内保育園９園、こども園４園に対する
新型コロナウイルス感染症予防対策の支援で、コロナ禍
による勤務割増手当経費や消毒薬、マスク等の消耗品
の購入に必要な経費を想定しています。
２つ目は保育施設におけるＩＣＴ化推進のための経費
で、コロナ禍における園と保護者間のコミュニケーショ
ンを非接触にしたり、保育士の業務負担軽減等を目指
すシステム導入への補助です。
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 一般質問

平
間
　

池
の
平
団
地
は
築
年
数
が
49
年
～

54
年
に
な
る
が
、法
定
耐
用
年
数
と
今
後

の
計
画
は
。

答
弁	

法
定
耐
用
年
数
は
30
年
で
、平
成

１８
年
度
か
ら
入
居
停
止
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
空
家
に
な
れ
ば
、今
後
解
体
を

含
め
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

平
間
　

池
の
平
団
地
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
急
傾
斜
地
の
特
別
警
戒
区
域
・
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
対
応

は
。答

弁
　

長
寿
命
化
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

平
間
　

ベ
ラ
ン
ダ
や
階
段
側
の
ツ
バ
メ・
鳩

の
糞
被
害
の
対
策
は
。

答
弁
　

今
年
度
は
、砂
原
団
地
に
お
い
て

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
予
定
、そ
の
他
の
団

地
も
同
じ
状
況
が
あ
れ
ば
次
年
度
以
降
に

設
置
し
て
い
き
ま
す
。

平
間
　

市
営
住
宅
の
公
園
遊
具
が
、腐

食
・
破
損
な
ど
で
非
常
に
危
険
な
状
態
で

す
が
、そ
の
対
応
は
。

答
弁
　

今
年
５
月
に
点
検
し
た
結
果
、劣

化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、修
理
・
撤

去
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平
間
　

市
営
住
宅
の
個
別
施
設
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁
　

令
和
元
年
度
に
劣
化
診
断
な
ど

調
査
を
行
な
い
、令
和
２
年
～
３
年
度
に

か
け
て
個
別
施
設
計
画
の
作
成
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
更
新
、再
配
置
に
つ
い
て
も
本
年

度
中
に
定
め
て
い
く
予
定
で
す
。

國
信
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容
と

そ
の
結
果
は
。

答
弁
　

応
募
者
１
名
、意
見
件
数
36
件
で
、

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
記
載
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

國
信
　

回
答
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利

便
性
を
生
か
し
、Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
事
務
系

企
業
の
誘
致
と
あ
る
が
、多
久
市
で
は
、決

め
手
と
な
る
誘
致
策
が
あ
る
か
。

答
弁
　

誘
致
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、高
速

通
信
の
整
備
は
行
っ
て
い
る
の
で
、環
境
整

備
等
と
合
わ
せ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

國
信
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、人
口
減

少
の
原
因
は
20
～
30
代
の
若
者
の
流
出
と

あ
る
が
、対
策
は
。

答
弁
　

流
出
す
る
理
由
は
、就
職
、転
職
、

転
勤
が
多
く
、若
い
世
代
の
比
率
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、地
域
企
業
の
稼
ぐ
力
を

向
上
さ
せ
、若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る

仕
事
の
創
造
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

企
業
誘
致
や
市
内
企
業
の
経
営
安
定
、

高
度
化
へ
の
支
援
、自
然
や
歴
史
な
ど
の

資
源
、環
境
を
活
か
し
た
事
業
展
開
や
、

起
業
の
促
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

平
間
智
治

國
信
好
永

市
営
住
宅
の
適
切
な
管
理
を

船山から望む多久市

池の平団地

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
市
が
所
有
す
る
遊
休
地
の
現
状
と
活
用

に
つ
い
て

第
５
次
多
久
市
総
合
計
画 

及
び

第
２
次
多
久
市
ま
ち
・ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
か
ら
見
る
こ
れ
か
ら

の
多
久
市
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一般質問

樺
島
　

非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基

準
を
定
め
、報
酬
等
は
団
員
本
人
へ
の
直

接
支
給
を
徹
底
し
、各
市
町
村
に
お
い
て

適
切
に
予
算
措
置
す
べ
き
で
あ
る
と
の
通

知
が
消
防
庁
か
ら
発
出
さ
れ
た
が
、そ
の

対
応
は
。

答
弁
　

国
の
財
政
措
置
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
報
酬
等
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
団
と
協

議
の
上
で
、分
団
や
部
に
支
払
っ
て
き
た
経

緯
が
あ
る
の
で
、消
防
団
の
運
営
が
円
滑

に
継
続
し
て
い
く
よ
う
団
と
十
分
に
協
議

し
、検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

樺
島
　

嘱
託
員
へ
周
知
し
た
だ
け
の
状

況
で
も
、運
用
開
始
か
ら
２
ヶ
月
に
も
満

た
な
い
間
に
多
く
の
利
用（
17
件
・
土
の
う

９
３
５
袋
分
）が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、潜

在
的
に
需
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
市
民
が
自
分
で
財
産
や
安
心
・
安
全
を

守
る
れ
る
よ
う
に
今
後
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

弁
　

土
の
う
用
砂
置
場
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
開
始
し
た
取
り
組
み
な
の

で
、今
年
度
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
対
応
は

土
の
う
用
砂
置
き
場
の
利
用
拡
大

を

樺
島
永
二
郎

田
渕
　

中
古
自
動
車
販
売
業
者
が
販
売

す
る
商
品
軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除
措
置

が
さ
れ
て
い
る
市
町
が
あ
り
、多
久
市
は

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、市
の
考
え
方
は
。

答
弁
　

軽
自
動
車
税
は
、資
産
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
性
質
と
運
行
に
よ
っ
て
生
じ

る
道
路
損
傷
に
対
す
る
負
担
と
い
う
性
質

上
、車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
車

に
つ
い
て
は
、道
路
を
走
行
し
な
い
こ
と
を

否
定
で
き
な
い
と
し
て
課
税
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　

こ
う
し
た
税
収
が
入
ら
な
か
っ
た

ら
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

答
弁
　

税
収
が
減
少
し
、自
治
体
が
課
題

に
対
応
す
る
財
源
が
不
足
し
ま
す
。

　
基
金
や
起
債
等
の
活
用
に
よ
る
施
策
の

実
施
は
、将
来
の
財
源
不
足
、負
債
増
加
を

招
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、普
通
交
付
税
は
課
税
免
除
に

よ
る
減
収
は
考
慮
し
な
い
た
め
、普
通
交

付
税
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え

ま
す
。

田
渕
　

課
税
さ
れ
る
市
町
の
業
者
は
不
利

な
状
況
で
あ
り
、公
正
化
の
た
め
に
多
久

市
の
状
況
は
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

弁
　

実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
体
と
そ
う

で
な
い
自
治
体
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、行

政
課
題
解
決
の
た
め
、各
自
治
体
に
よ
り

条
例
を
制
定
し
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
他
の
自
治
体
と
の
制
度
の
違
い
は
あ
り

ま
す
の
で
、今
後
の
動
向
等
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
品
車
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車

税（
種
別
割
）の
課
税
免
除
措
置
を

田
渕　

厚

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
自
治
体
が
発
表
す
る
避
難
情
報
の
大
幅

な
変
更
に
つ
い
て

▼
多
久
市
Ｇ
空
間
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
の

運
用
と
活
用
に
つ
い
て

消防団活動
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 一般質問

中
島
　

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
の
部
活

動
の
意
義
は
。

答
弁
　

子
ど
も
た
ち
が
持
つ
可
能
性
が
大

き
く
膨
ら
み
、自
己
実
現
に
も
つ
な
が
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

中
島
　

部
活
動
の
現
状
と
課
題
は
。

答
弁
　

生
徒
数
減
の
た
め
、部
活
動
種
目

が
減
っ
て
お
り
、そ
の
対
応
や
教
師
の
働
き

方
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
考
え
ま

す
。中

島
　

生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
改

善
計
画
と
は
。

答
弁
　

平
成
28
年
か
ら
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、合
同

練
習
の
実
施
、合
同
チ
ー
ム
で
の
中
体
連

参
加
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
等
の
提
言
を

い
た
だ
き
、運
動
部
活
動
の
方
針
を
ま
と

め
、そ
の
実
現
の
た
め
に
策
定
し
た
も
の
が

「
多
久
市
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
改

善
計
画
」で
す
。

中
島
　

地
域
運
動
部
活
動
推
進
事
業
の

趣
旨
、方
向
性
、具
体
的
な
方
策
は
。

答
弁
　

教
師
の
負
担
軽
減
と
生
徒
に
と
っ

て
望
ま
し
い
指
導
実
現
を
図
る
た
め
、休

日
の
部
活
動
に
つ
い
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
移
行
す
る
方
向
で
進
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
関
係
団
体
と
の
連
携
、指

導
者
の
確
保
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
島
　

地
域
部
活
動
の
運
営
主
体
は
。

答
弁
　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
多
久
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
」を
核
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
し
検
討
、調
整
を
進
め

ま
す
。

中
島
　

部
活
動
地
域
ク
ラ
ブ
化
の
進
め
方

は
。答

弁
　

保
護
者
へ
の
説
明
、多
久
ス
ポ
ー

ツ
ピ
ア
の
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。

田
中
　

市
立
図
書
館
を
指
定
管
理
業
務

委
託
に
し
た
効
果
は
。

答
弁
　

効
果
と
し
て
、来
館
者
数
は
令
和

元
年
度
９
０
５
４
人
に
対
し
、令
和
２
年

度
は
１
万
８
６
２
４
人
で
し
た
。

　

ま
た
、利
用
者
数
や
貸
出
し
冊
数
に
つ

き
ま
し
て
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

田
中
　

高
取
伊
好
氏
が
図
書
館
を
寄
贈

さ
れ
て
１
０
０
年
を
迎
え
る
が
、記
念
式

典
な
ど
は
行
う
の
か
。

答
弁
　

令
和
５
年
度
に
は
図
書
館
事
業
を

１
０
０
周
年
記
念
と
位
置
づ
け
、年
間
を

通
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
等
の
特
別
記

念
事
業
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
　

現
在
は
ど
の
よ
う
に
魅
力
発
信
を

し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

市
報
、チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
紙
媒
体
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
動

画
配
信
、さ
ら
に
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ツ

イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、L
I
N
E

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、様
々
な
広

報
に
使
え
る
媒
体
を
活
用
し
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

田
中
　

２
０
２
４
国
ス
ポ
に
向
け
て
の
観

光
Ｐ
Ｒ
は
。

答
弁
　

市
で
は
弓
道
競
技
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
の
魅
力
を
全
国
に
お
伝
え
す
る
好
機

と
捉
え
て
お
り
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

整
備
や
ウ
ェ
ブ
上
で
の
情
報
発
信
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
島
慶
子

田
中
英
行

学
校
部
活
動
の
改
革

図
書
館
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

市
の
魅
力
を
広
く
発
信

市立図書館
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一般質問

古
賀
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
と
感

染
予
防
対
策
の
現
状
は
。

答
弁
　

多
久
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、高

齢
者
施
設
入
居
者
及
び
従
事
者
、75
歳
以

上
、65
歳
以
上
74
歳
未
満
の
方
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

１
回
目
接
種
者
は
２
７
８
８
人
で
対

象
者
の
39
．27
％
、２
回
目
接
種
者
は

１
１
１
３
人
で
15
．69
％
で
す
。

　
６
月
15
日
現
在
、65
歳
以
上
の
方
の
予

約
者
は
５
３
１
５
人
で
接
種
対
象
者
の

74
．87
％
で
す
。（
個
別
接
種
を
含
ま
ず
）

　

感
染
予
防
対
策
で
は
、公
共
施
設
の
県

外
か
ら
の
利
用
の
制
限
、市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
は
、参
加
者
の
特
定
や
感
染
防
止

対
策
が
で
き
る
も
の
な
ど
開
催
条
件
を
定

め
て
、参
加
者
の
体
調
の
確
認
や
３
密
を

さ
け
る
、万
一
の
と
き
の
連
絡
が
と
れ
る

こ
と
な
ど
を
徹
底
す
る
よ
う
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

古
賀
　

副
反
応
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、症
状
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

答
弁
　

高
齢
者
施
設
で
接
種
後
、顔
が
赤

く
な
っ
た
と
の
報
告
が
１
件
、多
久
市
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
で
接
種
部
位

が
腫
れ
た
と
い
う
事
案
が
１
件
あ
り
ま
し

た
が
、現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
大
事
に
至
る

よ
う
な
副
反
応
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
接
種
会
場
に
は
救
急
時
に
処
置
が
で
き

る
よ
う
薬
品
等
を
準
備
し
、対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

古
賀
公
彦

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

と
ワ
ク
チ
ン
接
種

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
店
営
業
時
間
短
縮

や
経
済
的
な
支
援
に
つ
い
て

飯
守
康
洋

飯
守
　

設
置
の
目
的
に
つ
い
て
。

答
弁
　

幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、自
然
と
の
触
れ
合
い
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、健
康
運
動
、文
化
活
動
な

ど
、多
様
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
飯
守
　

町
別
で
の
設
置
状
況
は
。

答
弁
　

北
多
久
町
に
11
か
所
、東
多
久
町

に
６
か
所
、多
久
町
に
５
か
所
、西
多
久
町

に
１
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飯
守
　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

答
弁
　

健
康
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
施

設
と
し
て
も
、さ
ら
に
は
、災
害
時
に
お
け

る
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
な
ど
、多
様

な
機
能
や
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
意
味
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
と
も
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
ま
し
て
、「
新
し

い
生
活
様
式
」と
い
う
も
の
が
提
唱
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
つ
つ
、地
域
の

特
性
や
歴
史
と
い
う
も
の
も
尊
重
し
な
が

ら
、豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
公
園
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
改
め
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
提
案
】

東
多
久
町
に
新
病
院
が
で
き
ま
す
。

東
多
久
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、「
住
み
た
い
住
環
境
」も
ポ
イ
ン
ト

と
考
え
、岩
屋
山
渓
桜
公
園
も
、ぜ
ひ
整
備

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
内
の
公
園
施
設
の
今
後

宝満山公園

ワクチン接種センター

多久市議会だより　No.499　



発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
	 Tel.0952-75-4828　FAX.0952-75-2110　E-mail:gikai@city.taku.lg.jp
編集／議会広報委員会　印刷／山口印刷株式会社

 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
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多久市議会 検 索

多久の歴史

飛鳥・奈良時代の多久
　地方豪族（首長）の支配による古墳時代、近畿地方
では大和王権が出現し、勢力を拡大し統一を進めた
後、飛鳥・奈良時代（６世紀末～８世紀末）へと向かい
ます。飛鳥時代は聖徳太子による摂政が始まった時期
とされています。
　その後、大化の改新（天皇中心の国家をつくること
を目的とする改革）などを経て、一定数の民を指定し
て、そこから徴収する租税を官人の収入とする封

ふ

戸
こ

制
や班田収授の法が設けられるなど唐の律

りつ

令
りょう

制
せい

度
ど

にな
らって公地公民制を施行することになりました。このこ
ろ肥前地方にも国府がつくられ、租・調・庸（税）として
米などが集められました。
　奈良時代頃の土地制度として多久で確認できるも
のには、条

じょう

里
り

制
せい

があります。
　条里制とは、地割のことで、班田収授と関連すると
の考え方によれば、口
分田として男子に二反、
女子に男子の三分の二
が支給されたもので、北
は秋田から南は鹿児島
まで広く分布していまし
た。地割には一ノ坪から
三十六ノ坪までの呼称
がつけられました。多久
にあっては、東多久町別
府の小字に「三ノ坪・六
ノ坪・八ノ坪」等があり、
いずれも条里制に関す
る地名です。

　多久における地割の分布は、今出川流域、牛津川流
域に存在したものと思われます。
　また、この時代に関連する遺物としては、平成12年
に行われた東多久町仁位所の発掘調査では、奈良時
代の多数の須

す

恵
え

器
き
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錘
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車
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（糸をつむぐ道具）などが
出土しています。

　６世紀前半は、日本に仏教が伝来した時期でもあり
ました。仏教は、聖徳太子が蘇我馬子とともに普及に
つとめ、四天王寺・法隆寺をはじめとする寺院を作り
ました。

▲仁位所遺跡（７世紀後半から８世紀頃）

　こしきの取手
（こしき：米などを蒸すための器）

つき
（古代の食材を盛る器） 高

たか
坏
つき

紡
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錘
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しゃ

▲南多久町桐野妙覚寺

▲東多久町別府付近の
条里制の小字名
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つきのふた

　多久市における寺院の建立は、南多久町桐野にあ
る妙

みょう

覚
かく

寺
じ

が最も早く、「丹
たん

邱
きゅう

邑
ゆう

誌
し

」（多久家の儒臣深
ふか

江
え

順
より

房
ふさ

の手によるもので、多久の郷土史の基礎資料とし
て評価されている。）によると、僧正行

ぎょう

基
き

（飛鳥時代か
ら奈良時代にかけて活動した仏教僧。民衆や豪族な
ど階層を問わず広く仏教を説いた。併せて困窮者の
救済や社会事業を指導した。）に勅命（天皇の命令）に
より草創し、行基手刻の正観世音大士の像を安置し
天下安全の勅

ちょく

願
がん

所
しょ

としたとあります。


